
























○はじめに 

わが国の死因統計によれば,悪性腫瘍は 5～14歳児の事故死に次ぐ第 2位であり,小児の悪

性腫瘍登録によれば,白血病は毎年平均 40%以上を占めている。白血病は小児の致死的疾患

として甚だ重要な疾患であるにもかかわらず,「厚生省心身障害研究」の対象となったこと

は過去にはなかったが,昭和 58 年から「小児慢性疾患の診断・治療・管理に関する研究」

の 1つとして「小児白血病の治療」が研究助成の対象となったことは,この分野の研究者に

大きな援助となった。 

白血病の治療成績は世界のトップ・レベルでは，ある特殊の病型(Common Acute Lymphatic 

Leukemia)では 40%が治癒とみなされる報告があり,ごく最近では 70%余の治癒を予測され

る成績が若干報告されている。わが国の小児科領域の全国的レベルの成績では遥かにこれ

より劣っており,特に急性非リンパ性白血病では,世界的にみても寛解率がたかだか 70～

80%で,3 年以上の長期生存例はなお僅少であるという現状である。急速な白血病治療法の

進歩と,全国的なレベル・アップが重要な課題である。 


